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担当部 福祉保健部 担当課 長寿介護課 

質問年月日    平成２２年１２月７日 

質問項目 買い物弱者対策について 

【質問要旨】 

大村市でも高齢化や地域商店の廃業等により買物弱者が増加していると思う。「市民と議

会のつどい」でも「バス路線の廃止、減便により高齢者が買物難民となっているので対策を」

との声が上がっている。早急に対応をすべきだと思うがどうか。また、検討会を立ち上げる

つもりはないのか。 

 

【答弁要旨】                 【答弁者：市長】 

高齢化、近隣の商店街の衰退、交通手段がない等の理由で、日常の買物が不自由にな

られた方が出ていると聞いており、重要な社会問題と認識している。 

 まず、地域ごとの実態を確認することが先決であり、その後、庁内検討会を立上げ、対応

策を研究していきたい。 

 

【対応方針・進捗状況】 対応済 （平成２４年３月３１日） 検討・対応中 実施不可 

 ■平成２４年６月１日現在 

買物弱者について、平成２３年４～５月に市民アンケートを６５歳以上の高齢者 1,845 人を

対象に実施し、7.6％の方が買い物に困っていると回答した。その理由は､店が近くにない

45％、交通手段がない 24％という結果であった。 

この結果を受け、平成２３年８月末に、「買物弱者庁内検討会議」を立ち上げ、地域の配

達できる商店について調査し、市のホームページ「介護・生活お役立ち情報」に掲載するとと

もに､民生委員に紹介し対応することとした。 

 

 

 


